看護課課内研修実施表

	研修内容：（伝達講習）初任者研修

講　　師：中村美奈子

担　　当：佐々木
	実施日

H18.11.7～8
	参加人数

　　35名

	アンケート結果

分かりやすかった：35　名　　　　　　　難しかった　　：　　　名

楽しかった　　　：　　名　　　　　　　つまらなかった：　　　名

	研修を受けて役に立つと感じた内容

· 統合失調症、認知症についての基本的な知識。対応、接し方。

· 統合失調症の患者さんへの対応は難しく、日頃、何気なくやっていることも見直さなければならないと思った。

· 陽性症状、解体、陰性症状、認知障害、それぞれのポイントや対応法。

· 症状別の対応

· 陰性症状、陽性症状の違い。アルツハイマー型認知症と、脳血管性認知症の違い。

· うつ状態の方に対し、励ましすぎるのは良くないと知りました。アルツハイマー型認知症と脳血管性認知症の違いを知りました。

· 各疾病への患者様への対応、接し方。

· 改めて精神科看護について考えさせられ、今後新たな気持ちで看護にあたられると思いました。

精神病院→精神科病院　精神障害者→精神障がい者（多数あり）

· 統合失調症、うつ病、認知症の対応について

· 看護や介護は自分自身の気持ちを穏やかにもって患者様に接する事ををいまさらながら1日1日の業務を反省しながら関わって生きたいと思う。

· 統合失調症。認知症についての詳しい症状。またその対応の仕方などを学べた。

· 病気の基礎となる部分を学べ、接し方についても理解できた。

· 各疾患に対する基本的なケア

· 認知機能障害について

· 怒る前に10秒数えて相手は病気であると言う事を認識する。

· 基礎的なことは分かっていたものの、対応の仕方や症状についてのことが分かった。

· 統合失調症の患者様の対応について

· 今まで認知症の患者様を主に、ケアする病棟、施設で働いていて精神化におけるケアや関わり方についての知識が薄かった為そのところについて学べてよかったです。

· 脳のドーパミンバランスが崩れて発症する。

· 日常生活で治せる症状

· 徘徊や物いじり、不活発などは私たちが指導して行く。

· それぞれの精神症状について要点を分かり易くまとめてあったので分かりやすかった。

· 統合失調症の陽性症状の場合の対応

· 「死にたい」→患者の気持ちに向き合う事

	感想

· 精神科病院は初めてで基本的な知識を今回の講習で学べてよかった。更に自分でも勉強して行きたいと思う。

· 「○○はだめ」と統合失調症の患者様に言っている人はたくさんいると思います。しみついたものを直す事は難しいですが、気をつけて対応すべきだと感じました。回想法については「○○について教えて欲しい」お言うようにこころがけています。患者さんとはいえ、凄く長生きしているのだから敬う気持ちを忘れてはいけないと思いました。

· 自分は知っているつもりでしたが、まだまだ知らないところが多く、今までも間違って理解していた部分があった。初任者研修の続きがあるなら講習を受けてみたいと思った。自分はまだ、基礎も出来ていないと気付きました。

· 人間の脳は忘れやすい。日々、振り返りが大事であり。間違った知識として、持ち合わせることが無いよう、基礎的な研修は何度でもやるべきだと思う。

· 実際の病気を改めて学ぶ事により自分の患者様と照らし合わせて考える事が出来ました。認知症はあまり得意な分野ではなかったので、勉強になりました。

· 認知症の方に対し、介助する側は気持ちにゆとりを持って接する事が大切だと知りました。肯定も否定もせずに対応するのは難しいと思いました。

· スタッフが気持ちに余裕をもって接する。患者様に尊敬する姿勢で接する。改めて大切にしなければならないと感じました。

· いつも思うことですが、参加人数が少なく感じています。

· 疾患について理解してどのように関わることが必要なので今回の基礎は大事。

· 精神科は初めてだったので、まだ分からない事はたくさんありました。今日の講習で統合失調症や、うつ症についての詳しい症状、その対応の仕方など学べてよかったです。また認知症についても詳しく説明していただき分かり易かったです。

· 様々なケースを具体的に挙げ、それに対するケア方法を知ることが出来た。とても分かり易く知ることが出来た。

· 非常に分かり易い講習で改めて勉強させられた部分が多々ありました。

· 妄想、幻聴を患者様に言われたとき、「どこまで言っていいのか」と悩んでいました。今日の事を参考にしていきます。

· 患者様の裏にある不安や、悩みについては対応の仕方により緩和できるのだと思った。

· 初心に戻り基礎的な部分を振り返り改める事が出来てよかったです。

· 私たちが日頃より患者様に真剣に向き合う姿勢で根気強く冷静に対応する事が大切だと思いました。

· 接し方についてありましたが、実際に患者様と話している時におちついて対応できるか考えさせられます。

· とても基礎的なことだったが統合失調症にも４つの症状があったりと現場で働いていてもまだまだ分からない事ばかりでした。

· 精神科看護の基本的なことが勉強になりました。

· 統合失調症の陽性症状への対応についてまだまだ理解できない事があるのでこれから身に付けていけるようにしたいです。

· とても分かり易く良かったと思います。

· 復習にになって良かったと思います。

· 具体例が挙げられ、今後の患者様とのかかわりの中で参考になった各疾患ごとに述べられ分かり易かった。

・発表の中で「重要ポイント」という一言があり、分かり易かった。

・認知症（怒りっぽい）対応について勉強になりました

	質問したいと感じた事

· 夕暮れ症候群とは？

· 身体障害者も→障がい者となるのか

· 多幸性とは社校性と似たような事ですか？

· 気分障害の対応例も教えて欲しかったです。

・　1つの事に固着してしまって何も興味を持つものが無い認知症の患者様にはどう対応していけばいいのでしょうか？


